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11
件
の
産
地
支
援
採
択

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
で

農研機構

す
る
」
を
テ

ー
マ
に
レ
ポ

ー

ト

を

募

集
。
セ
デ
ィ

ア

財

団

賞

（
最
優
秀
賞
）

１
作
品
、
セ

▽
み
え
ス
マ
ー
ト
茶
業
普
及

振
興
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
テ

ラ
ス
マ
イ
ル
）
＝
三
重
・
Ｊ

Ａ
み
え
き
た
（
茶
）
▽
農
業

版
ｉ
Ｃ
Ｄ
さ
つ
ま
い
も
バ
ー

ジ
ョ
ン
導
入
・
活
用
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
浅
間
リ
サ
ー
チ

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
）
＝
宮
崎
・
㈱
く
し
ま
ア

オ
イ
フ
ァ
ー
ム（
か
ん
し
ょ
）

▽
指
宿
露
地
野
菜
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
㈱
日
本
能
率
協
会

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
＝
鹿

児
島
・
㈱
ｈ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
、
Ａ

Ｌ
Ｌ
農
事
組
合
法
人
（
キ
ャ

ベ
ツ
）。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
卵
粉
砕
駆
除
機
発
売

三
洋

高
速
回
転
で
卵
塊
粉
砕

刈
払
機
に
装
着
す
る「
貝
撃
」

石田社長

三
洋
＝
石
田
伸
社
長
、
山
形
県
東
田
川
郡
三
川
町
大
字
横
山
字
大
正
27
＝
は
、
業
界

初
（
同
社
調
べ
）
で
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
卵
粉
砕
駆
除
機
「
貝
撃
（
特
許
出
願
中
）」

を
発
売
し
た
。
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
水
稲
の
柔
ら
か
い
株
な
ど
が
好
物
。
農
薬
の
み
で

の
駆
除
は
難
し
く
、
西
日
本
か
ら
北
上
し
関
東
に
ま
で
そ
の
被
害
が
拡
が
っ
て
い
る
。

同
機
は
そ
の
よ
う
な
被
害
に
悩
む
農
家
に
と
っ
て
救
世
主
と
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

ジャンボタニシを駆除する様子

ジャンボタニシ卵粉砕駆除機「貝撃」

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
（
一
般
名
：
ス

ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ

イ
）
の
卵
粉
砕
駆

除
機
「
貝
撃
（
か
い
げ
き
）」

は
、
刈
払
機
の
先
端
部
に
工

具
を
用
い
て
取
り
付
け
、
水

路
や
畦
畔
に
産
み
付
け
ら
れ

７
月
豪
雨
が
激
甚
災
害
に

政
府
は
令
和
４
年
７
月
14

日
か
ら
20
日
ま
で
の
豪
雨
に

よ
る
災
害
に
つ
い
て
、
激
甚

災
害
と
し
て
指
定
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
に
対
し
適
用
す

べ
き
措
置
を
指
定
す
る
政
令

を
閣
議
決
定
。
９
月
16
日
に

公
布
・
施
行
さ
れ
た
。

今
回
適
用
さ
れ
る
措
置
は

次
の
３
点
。
一
つ
目
は
農
地

等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係

る
補
助
の
特
別
措
置
。
宮
城

県
宮
城
郡
松
島
町
及
び
熊
本

県
球
磨
郡
球
磨
村
の
区
域
が

対
象
。
２
つ
目
は
、
土
地
改

良
区
等
の
行
な
う
湛
水
排
除

事
業
に
対
す
る
補
助
で
全
国

が
対
象
。

３
つ
目
は
小
災
害
債
に
係

る
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政

需
要
額
へ
の
算
入
等
で
宮
城

県
宮
城
郡
松
島
町
及
び
熊
本

県
球
磨
郡
球
磨
村
を
対
象
地

域
と
し
た
。

た
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
卵
塊

を
、高
速
回
転
で
粉
砕
す
る
。

現
在
、
鎌
や
箒
な
ど
を
使

い
手
作
業
で
、
卵
塊
の
駆
除

を
お
こ
な
っ
て
い
る
農
家
が

ほ
と
ん
ど
だ
が
、
こ
の
「
貝

撃
」
を
使
う
こ
と
で
作
業
ス

ピ
ー
ド
の
大
幅
な
改
善
が
可

能
に
な
る
。「
貝
撃
」
は
「
ジ

ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
卵
塊
の
段

階
で
駆
除
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
範
囲
の
広
さ
や
、

数
の
多
さ
に
諦
め
て
い
た
」

と
い
う
農
家
の
声
を
も
と
に

開
発
さ
れ
た
。
同
機
は
そ
の

よ
う
な
農
家
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
駆
除
対
策
の
強
力
な
助

っ
人
に
な
る
だ
ろ
う
。

【
貝
撃
の
主
な
特
長
】
①
刈

払
機
の
刈
刃
を
交
換
す
る
の

と
同
様
に
、
工
具
を
用
い
て

取
付
け
で
き
る
（
装
着
ア
シ

ス
ト
用
で
マ
ル
チ
ワ
ッ
シ
ャ

ー
キ
ッ
ト
が
標
準
付
属
）
②

草
刈
り
作
業
の
要
領
で
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
作
業
が
で

き
、
土
畔
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

畔
に
対
応
し
て
い
る
③
刃
物

を
使
用
し
て
お
ら
ず
、
安
全

に
作
業
が
で
き
る
④
作
業
者

と
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
卵
塊

の
距
離
を
取
っ
た
作
業
が
出

来
る
の
で
破
砕
時
の
飛
沫
等

の
影
響
が
な
い
⑤
回
転
時
、

揚
力
効
果
が
発
生
し
、
持
ち

重
り
が
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ

な
い
⑥
破
砕
ウ
イ
ン
グ
＝
Ｐ

Ｃ
Ｖ
ウ
イ
ン
グ
で
卵
塊
を
粉

砕
す
る
。
も
れ
な
く
破
砕
ウ

イ
ン
グ
４
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
⑦

完
全
破
砕
＝
作
業
後
の
面
に

卵
塊
は
残
ら
な
い
⑧
汎
用
取

付
＝
汎
用
タ
イ
プ
の
接
続
部

で
取
付
可
能
。
手
持
ち
の
刈

払
機
に
簡
単
組
付
け
可
能
⑨

簡
単
組
立
＝
組
み
立
て
は
一

般
工
具
で
可
能
。

《
主
な
仕
様
》
▽
型
式
＝
Ｋ

Ｇ
―
01
▽
フ
レ
ー
ム
素
材
＝

ス
チ
ー
ル
・
黒
メ
ッ
キ
仕
様

▽
重
量
＝
1.2
㎏
。

価
格
は
２
万
７
５
０
０
円

農
研
機
構
は
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
活
用
産
地
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
11
件
の
提
案
を

採
択
し
た
。
同
事
業
は
ス
マ

ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
実
証
を
行
っ
た
経
験
の

あ
る
者
を
含
む
ス
マ
ー
ト
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
が
支
援
を
希

望
す
る
産
地
を
対
象
に
実
地

指
導
を
行
う
も
の
。
今
後
、

９
月
以
降
に
各
産
地
で
事
業

が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
。

今
回
採
択
を
受
け
た
提
案

は
次
の
通
り
。
▽
実
証
グ
ル

ー
プ
名
（
実
証
グ
ル
ー
プ
の

代
表
機
関
）
＝
支
援
を
受
け

る
産
地
、（
品
目
）
の
順
。

▽
栗
山
町
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
活
用
検
討
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
（
㈱
ス
マ
ー
ト
リ
ン
ク

北
海
道
）
＝
北
海
道
・
栗
山

町
農
業
振
興
公
社
（
水
稲
、

小
麦
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
）
▽
北

海
道
ス
マ
ー
ト
酪
農
推
進
グ

ル
ー
プ
（
農
研
機
構
北
海
道

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）
＝
北

海
道
・
白
糠
Ｆ
―
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
、

酪
援
・
縁
（
畜
産
（
飼
料
用

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
））
▽
岩
手

奥
州
地
域
デ
ー
タ
活
用
型
果

菜
産
地
づ
く
り
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
（
テ
ラ
ス
マ
イ
ル
）
＝

岩
手
・
Ｊ
Ａ
岩
手
ふ
る
さ
と

（
ピ
ー
マ
ン
）
▽
群
馬
県
昭

和
村
い
ち
ご
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
㈱
日
本
能
率
協
会
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
＝
群
馬
・

㈲
農
園
星
ノ
環
（
い
ち
ご
）

▽
農
地
均
平
化
技
術
普
及
促

進
グ
ル
ー
プ
（
ス
カ
イ
マ
テ

ィ
ク
ス
）
＝
千
葉
・
農
事
組

合
法
人
細
草
Ｒ
・
Ｃ（
水
稲
）

▽
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
デ
ー
タ
活

用
型
複
合
経
営
強
化
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム（
テ
ラ
ス
マ
イ
ル
）

＝
富
山
・
Ｊ
Ａ
と
な
み
野（
タ

マ
ネ
ギ
、
業
務
用
米
）
▽
ド

ロ
ー
ン
デ
ー
タ
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
活
用
産
地
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
石
川
県
農
林
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
）
＝
石
川
・
Ｊ
Ａ

小
松
市
水
稲
部
会
（
水
稲
、

大
豆
、
麦
）
▽
施
設
園
芸
生

産
管
理
支
援
グ
ル
ー
プ
（
大

阪
公
立
大
学
）
＝
三
重
・
う

れ
し
野
ア
グ
リ
㈱（
ト
マ
ト
）

公
益
財
団
法
人
セ
デ
ィ
ア

＝
渡
邊
元
理
事
長
、
東
京
都

中
央
区
＝
主
催
の
第
６
回
高

校
生
が
描
く
「
明
日
の
農
業

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
全
国
の
農

業
高
校
30
校
５
０
３
の
応
募

作
品
か
ら
、
山
形
県
立
村
山

産
業
高
等
学
校
の
森
谷
岳
琉

さ
ん
が
セ
デ
ィ
ア
財
団
賞

（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
。
９

月
15
日
、
山
形
県
立
村
山
産

業
高
等
学
校
で
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は「
農
業
」

を
ど
う
す
れ
ば
持
続
可
能
で

発
展
的
な
産
業
と
で
き
る

か
、
全
国
の
農
業
高
校
１
・

２
年
生
を
対
象
に
、
ア
イ
デ

ア
を
募
る
コ
ン
テ
ス
ト
と
し

て
２
０
１
６
年
に
始
ま
っ

た
。
今
回
は
「
わ
た
し
は
こ

ん
な
方
法
で
農
業
を
元
気
に

デ
ィ
ア
財
団
賞
（
金
賞
）
３

作
品
、
銀
賞
５
作
品
、
銅
賞

10
作
品
、
校
奨
励
賞
２
校
を

決
定
し
た
。

最
優
秀
賞
・
金
賞
受
賞
者

へ
の
副
賞
の
「
最
先
端
農
業

を
学
ぶ
旅
」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
状
況
を
鑑
み
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
研
修
会
と
し
て
、
山

梨
県
甲
府
市
ソ
フ
ト
開
発
企

業
、
Ｙ
Ｓ
Ｋ

ｅ
―
ｃ
ｏ
ｍ

の
協
力
の
も
と
実
施
し
た
。

同
社
で
は
自
ら
代
表
機
関

と
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
山
梨
県
、

山
梨
大
学
な
ど
８
団
体
か
ら

な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ

る
『
高
品
質
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
生
産
の
た
め
の
匠
の

技
の
見
え
る
化
技
術
の
開
発

・
実
証
』
が
農
研
機
構
の
「
ス

マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
）」

の
公
募
に
採
択
さ
れ
、
ス
マ

ー
ト
グ
ラ
ス
に
関
す
る
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
る
。

同
実
証
は
、
高
品
質
な
ぶ

ど
う
作
り
に
欠
か
せ
な
い
房

づ
く
り
・
摘
粒
作
業
な
ど
の

〝
匠
の
技
〟
を
、
ス
マ
ー
ト

グ
ラ
ス
（
Ａ
Ｉ
や
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
を
活
用
）
に
作
業
指
示

を
投
影
す
る
こ
と
で
、
新
規

就
農
者
や
雇
用
労
働
者
で
も

熟
練
生
産
者
と
同
等
の
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
ま
さ
に
〝
明
日
の
農

業
〟
。
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

で
は
、
実
証
実
験
の
実
際
の

映
像
を
交
え
た
説
明
や
参
加

者
と
の
意
見
交
換
を
行
う
。

農
林
業
の
活
性
化
へ

石
川
県
農
総
研
、朝
日
ア
グ
リ
ア
と

かが森林組合での根本材・バーク混合破砕の様子

木
質
燃
焼
灰
の
肥
料
化
に
成

功
し
た
。
こ
れ
は
、
石
川
県

加
賀
地
域
に
お
け
る
森
林
資

源
の
有
効
利
用
促
進
と
産
業

廃
棄
物
削
減
の
取
り
組
み
の

一
環
。
官
民
連
携
の
先
進
的

モ
デ
ル
と
し
て
、
農
林
業
に

わ
た
る
循
環
サ
イ
ク
ル
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
に
よ
る
産

業
廃
棄
物
削
減
お
よ
び
カ
ー

コ
マ
ツ
＝
小
川
啓
之
社

長
、
東
京
都
港
区
＝
は
、
石

川
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
と
朝
日
ア
グ
リ
ア
＝
村
上

政
徳
社
長
、

東
京
都
豊
島

区
＝
と
共
同

で
、
コ
マ
ツ

粟
津
工
場
で

運
用
し
て
い

る
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
の

こ
と
に
よ
る
県
内
農
林
業
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
。

コ
マ
ツ
は
、
２
０
１
４
年

に
同
県
、
県
森
林
組
合
連
合

会
と
の
３
者
で
、
地
元
林
業

の
活
性
化
促
進
を
目
的
と
し

た
林
業
包
括
協
定
を
締
結
。

２
０
１
５
年
か
ら
、
粟
津
工

場
で
、
加
賀
地
域
の
森
林
内

に
残
さ
れ
た
未
利
用
間
伐
材

な
ど
か
ら
生
成
さ
れ
た
木
材

チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る
地
産

地
消
型
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

を
運
用
。
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ

や
環
境
負
荷
低
減
を
推
進
し

て
き
た
。
年
間
約
６
０
０
０

ｔ
の
未
利
用
間
伐
材
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林

地
整
備
の
促
進
や
大
雨
に
お

け
る
流
木
被
害
の
抑
制
な
ど

に
貢
献
し
た
一
方
、
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
運
用
で
発
生
す

る
、
年
間
約
20
ｔ
の
木
質
燃

焼
灰
を
産
業
廃
棄
物
処
理
し

て
い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

粟
津
工
場
で
は
、
木
質
燃

焼
灰
な
ど
に
農
作
物
の
生
育

に
必
要
な
カ
リ
ウ
ム
や
リ
ン

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
着

目
し
、
２
０
１
６
年
６
月
か

ら
、
新
た
に
同
県
農
林
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
と
朝
日
ア
グ

リ
ア
と
協
働
し
、
粟
津
工
場

の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
か
ら

発
生
す
る
木
質
燃
焼
灰
の
成

分
分
析
と
、
肥
料
化
に
向
け

た
施
肥
効
果
検
証
な
ど
を
進

め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
カ

リ
ウ
ム
な
ど
の
肥
料
有
効
成

分
が
適
量
含
ま
れ
、
栽
培
試

験
に
お
い
て
も
従
来
肥
料
と

差
異
が
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
２
０
１
７
年
８
月

に
農
林
水
産
省
へ
、
バ
イ
オ

マ
ス
燃
焼
灰
を
用
い
た
肥
料

の
「
肥
料
登
録
申
請
」
を
申

請
し
た
。
肥
料
原
料
で
あ
る

カ
リ
ウ
ム
や
リ
ン
の
調
達
は

海
外
輸
入
が
多
く
、
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
な
ど
か
ら
発
生

す
る
安
全
な
木
質
燃
焼
灰

は
、
国
内
の
肥
料
代
替
原
料

と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
き

た
。こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、

昨
年
度
に
改
正
肥
料
法
で
は

肥
料
の
種
類
の
見
直
し
が
行

わ
れ
た
。
安
全
検
証
さ
れ
た

木
質
燃
焼
灰
は
「
副
産
肥
料

等
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
粟
津
工
場
の
バ

イ
オ
マ
ス
燃
焼
灰
が
今
年
４

月
に
副
産
肥
料
と
し
て
登
録

さ
れ
、
肥
料
原
料
と
し
て
朝

日
ア
グ
リ
ア
関
西
工
場
へ
納

入
を
開
始
し
た
。
今
後
、
粟

津
工
場
で
発
生
す
る
ほ
ぼ
全

量
を
納
入
す
る
予
定
。
現
在

は
バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
灰
を
用

い
た
肥
料
の
製
造
準
備
を
推

進
し
て
お
り
、
２
０
２
３
年

度
か
ら
、
Ｊ
Ａ
な
ど
を
通
じ

た
販
売
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
同
県
な
ど
の
農

家
向
け
肥
料
の
安
定
供
給
の

一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

ま
た
、
木
材
チ
ッ
プ
を
生

成
し
て
い
る
、
か
が
森
林
組

合
に
お
い
て
も
、
伐
採
や
用

材
集
積
作
業
中
に
発
生
す
る

年
間
約
２
７
０
０
ｔ
の
根
本

材
や
バ
ー
ク
（
木
の
皮
）
が

粟
津
工
場
の
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
の
燃
料
に
適
さ
ず
、
大

部
分
を
産
業
廃
棄
物
処
分
し

て
い
る
課
題
を
有
し
て
い

た
。
こ
の
た
め
今
回
の
加
賀

地
域
の
森
林
資
源
利
用
サ
イ

ク
ル
の
な
か
で
、
産
業
廃
棄

物
削
減
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
根
本
材
や
バ
ー
ク

を
混
合
粉
砕
し
た
状
態
に
す

る
こ
と
で
、
大
型
バ
イ
オ

マ
ス
燃
焼
施
設
に
お
け
る

燃
料
化
利
用
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
現
在
で
は
大
型

破
砕
機
を
用
い
て
混
合
粉

砕
を
行
い
、
か
が
森
林
組

合
か
ら
岐
阜
県
な
ど
の
大

型
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
向
け

に
燃
料
と
し
て
供
給
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
山

林
か
ら
生
産
さ
れ
る
木
材

が
、
製
材
用
、
合
板
用
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
用
な
ど

と
し
て
幹
か
ら
バ
ー
ク
ま

で
余
す
と
こ
ろ
な
く
利
用

可
能
と
な
っ
た
。
今
回
の

一
連
の
取
り
組
み
が
広
が

る
こ
と
で
、
同
県
の
地
元

木
材
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
だ
け
で
な
く
、
県
内
農

林
業
の
一
層
の
活
性
化

と
、
生
産
活
動
に
お
け
る

産
業
廃
棄
物
排
出
量
削
減

と
排
出
し
た
廃
棄
物
の
再

資
源
化
へ
の
促
進
が
期
待

さ
れ
る
。

水
稲
栽
培
で
課
題
と
な

っ
て
い
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）

だ
が
、
令
和
２
年
の
調
査

で
は
31
府
県
で
発
生
が
確

認
。
被
害
の
拡
散
防
止
・

最
少
化
は
喫
緊
の
課
題

だ
。
そ
れ
に
は
地
域
ぐ
る

み
の
被
害
防
止
対
策
が
重

要
だ
。
土
中
で
越
冬
す
る

た
め
秋
冬
期
の
耕
う
ん
、

泥
上
げ
、
石
化
窒
素
の
散

布
。
移
植
前
の
水
路

で
の
殺
卵
、
田
植
時

の
薬
剤
散
布
、
田
植

え
後
約
３
週
間
の
浅

水
管
理
（
４
㎝
、
理

想
は
１
㎝
）
等
が
効

果
大
。

水
路
で
の
殺
卵
は

流
域
内
の
発
生
地
域
の
拡

大
を
防
止
し
、
水
田
内
に

侵
入
す
る
個
体
数
を
減
少

さ
せ
る
。
移
植
前
に
殺
卵

す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
卵

塊
の
色
は
濃
い
ピ
ン
ク
色

で
よ
く
目
立
つ
。
２
０
０

～
３
０
０
個
程
度
の
卵
か

ら
な
る
卵
塊
を
形
成
。
産

卵
は
ふ
化
し
た
稚
貝
が
水

中
に
落
下
し
や
す
い
場
所

で
行
わ
れ
、
水
面
よ
り
上

の
植
物
体（
稲
の
茎
な
ど
）

や
水
路
の
壁
な
ど
に
産
み

付
け
ら
れ
る
が
、
卵
は
水

中
で
は
ふ
化
で
き
な
い
た

め
、
卵
塊
を
水
中
に
払
い

落
と
す
こ
と
で
駆
除
が
可

能
。
た
だ
し
、
ふ
化
直
前

の
黒
～
白
っ
ぽ
い
卵
は
水

中
で
ふ
化
可
能
で
あ
る
た

め
、
除
去
又
は
押
し
つ
ぶ

す
こ
と
が
必
要
。
卵
に
は

Ｐ
Ｖ
２
と
い
う
神
経
毒
が

あ
る
（
農
水
省
の
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
防
止
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
）。

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
防
げ

ジャンボタニシの成貝

水路のジャンボタニシ卵

第
６

回
の

最
優
秀
賞
に
森
谷
岳
琉
さ
ん

高
校
生
が
描
く
明
日
の
農
業
コ
ン
テ
ス
ト

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
燃
焼
灰
を
肥
料
化

コ
マ
ツ

バイオマス燃焼灰を用いた肥料の試作品

ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現

と
、
バ
イ
オ

マ
ス
燃
焼
灰

を
肥
料
と
し

て
活
用
す
る

（
税
込
）。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
に
動
画

を
掲
載
。




